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表 5.6 地下水採水深度 

 

Drill hole 

No. 

Sampling depth of 

Groundwater (m) 

Drill hole 

No. 

Sampling depth of 

Groundwater (m) 

DH-1A -34.00 DH-8D-1 -18.00 

DH-1B -19.00 DH-8D-2 -35.00 

DH-2-S -8.50 

DH-8D 

DH-8D-3 -65.00 DH-2 

DH-2-D -47.50 DH-9-S -10.00 

DH-3-S -5.00 

DH-9 

DH-9-D -45.00 DH-3 

DH-3-D -26.50 DH-10-S -9.00 

DH-4S -8.00 

DH-10 

DH-10-D -36.00 

DH-4D-1 -8.00 DH-11-S -11.00 DH-4D 

DH-4D-2 -45.00 

DH-11 

DH-11-D -25.00 

DH-5-S -9.00 DH-12S -6.80 

DH-5D-1 -18.00 

DH-5 

DH-5D-2 -36.00 

DH-12D-1 -7.00 

DH-6S -13.00 

DH-12D 

DH-12D-2 -46.00 

DH-6D-1 -13.00 DH-13-S -10.50 DH-6D 

DH-6D-2 -55.00 

DH-13 

DH-13-D -45.00 

DH-7S -11.50 DH-14-S -10.50 

DH-7D-1 -11.50 

DH-14 

DH-14-D -35.00 DH-7D 

DH-7D-2 -55.00 

DH-8S -18.00 

  

 

 

5.4.3 廃さい堆積場からの距離と水質の関係 

 

 ワジ・スーク川に沿って廃さい堆積場からの距離と水質の関係を表 5.7(1)～(4)および図 5.8 

(1)～(4)に示す。 

 浅層地下水の水質において、Hg、Cd、Cr、As、Ni、Mn、Pb、Cu、Fe および Zn は、廃さい堆積

場を最高濃度として下流側に極端に距離減衰（拡散）を示し、DH-5孔付近で平坦な低濃度線を呈

する。SO4および Cl は下流側に距離減衰を示すが、SO4は H-7 孔で高濃度のピークを呈し、Cl は

DH-6 孔で濃度の小さいピークを呈する。 

一方、深層地下水の水質では Hg、As、Ni および Zn は、廃さい堆積場を最高濃度として下流側

に極端な距離減衰を示し、DH-5 孔付近で平坦な低濃度線を呈し、この傾向は浅層地下水と同様で

ある。しかし、Cd、Cr、Pb および Cuは DH-5 孔で濃度のピークを呈し、DH-6孔では Mn および Fe 

の高濃度のピークを呈し、特徴的である。また、深層地下水の SO4および Cl は下流側に距離減衰

を示すが、SO4は DH-7 孔で高濃度のピークを呈し、浅層地下水と同傾向である。しかし、Clは DH-5

孔で高濃度のピークを呈し、浅層地下水の高濃度の位置がずれている。 

ワジ・スーク川の下流側における濃度のピーク現象は、汚染源として廃さい堆積場からの拡散

による単なる距離減衰のみでは説明できない。これらの原因として、DH-5 孔での Cd、Cr、Pb お

よび Cu 並びに DH-6孔での Mnおよび Fe の高濃度のピークは基岩内の弱鉱化作用による新たな汚

染源が推定される。また、DH-7 孔での SO4のみの高濃度のピークは硫酸塩鉱物（石膏等）による 
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新たな汚染が推定される。しかし、これらの汚染は自然的原因からの汚染といえる。 

また、DH-5 孔で認められる Cl の高濃度のピークは、海水の送水用パイプからの漏洩があった

ことを示唆している。しかし、PS-2 ポンプ場と異なり、漏水が地表に現れなかったものと推定さ

れる。 

 

5.4.4 水質の相関 

  

各ボーリング孔の第 1 回‐第２回採水並びに浅層‐深層地下水の水質の相関を表 5.8(1)～(2)お

よび図 5.9 に示し、各水質間の特徴を以下に述べる。 

・季節的変化はほとんどない。 

・水質から３グループ（G-1～G-3）に区分される。 

・グループ G-1 は、廃さい堆積場下流部からサガ部落（KM-14）までおよび堆積場北西側の範

囲であり、堆積場からの浸透水の影響を直接受けている。 

・DH-5、DH-6および DH-12 孔はグループ G-１と弱い相関が認められ、廃さい堆積場からの浸

透水の影響を一部受けている。 

・グループ G-2 は、ワジ・スーク川の中流部および下流部の範囲を占め、ワジ・スーク川の

従来の水質と考えられる。ただし、DH-7孔の水質は SO4が極端に高く、相関が弱くなってい

る。 

・グループ G-3 は、ワジ・アル・ジジ川の水質であり、ワジ・スーク川の下流側にも相関を

有している。ワジ・アル・ジジ川の河川水の影響も推定される。 

 

5.4.5 地下水の年代測定 

  

DH-7 の深層ボーリング孔（DH-7D）の深度 50m の地下水を採水し、トリチウム（３H）による年代

測定を実施した。その結果、27 年前（1973 年）の年代が得られた。この値は DH‐7孔周辺の深層

の地下水は少なくともソハ‐ル鉱山開発（1983 年）以前の水であることが判明した。 

 

5.4.6 水質汚染の評価基準 

 

汚染の物質および濃度の評価基準としては、オマーン国の飲料水の環境基準および排出基準（表

5.9）を適用し、廃さい堆積場の浸透水に関連する項目について解析を行い、考察する。 
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表 5.9 オマーンの水質基準等 

 

（１） 飲料水の環境基準（抜粋） 

Hg Pb As Cd Se CN  

項 目 
mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L 

許容濃度 0.001 0.10 0.05 0.01 0.01 0.05 

 

（２） 排出基準（抜粋） 

TDS EC As Cd Cl Cr Cu  

項 目 
mg/L μS/cm 

pH 

mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L 

許容 

濃度 
1500 2000 6-9 0.1 0.01 650 0.05 0.5 

 

Fe Pb Mn Hg Ni SO4 Zn  

項 目 
mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L 

許容 

濃度 
1 0.10 0.1 0.001 0.1 400 5 

 

5.4.7 水質汚染範囲 

 

廃さい堆積場を汚染源として、ワジ・スーク川の下流側および北西部のワジ・バニ・ウマール・

アル・ガルビ川の上流部に塩分および重金属類が拡散している。特に、Hg、Cd、Cr、Ni、Mn、Pb、

Cu、Fe、Zn、SO4および Cl が廃さい堆積場から下流側に浸出・拡散して極端な距離減衰を呈し、

DH-5～DH-6 孔付近でほぼ定常な濃度となる。 

表 5.9 の評価基準に則って汚染範囲を特定すると、表 5.7（赤字箇所）および図 5.10 に示すと

おり、汚染範囲は廃さい堆積場からサガ部落（DH-4孔）までおよび廃さい堆積場の北西部（DH-11）

が確定され、汚染の一部は DH-5および DH-12 孔方向へ拡散しつつある。しかし、DH-6および DH-7

の SO4および Cl では基準値を超えているが、局地的な自然的要因と推定される。 

また、DH-5、DH-6 および DH-7 孔では Cd、Pb、SO4および Cl が基準値を超えており、汚染水の

一部の浸透および自然的要因が重複しているものと考えられる。特に、下流側の深層地下水の年

代が海水使用時より古いことは Cl 等の汚染が自然的要因であることを強く示唆している。 
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